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鮎
走
由
緒
書 

 
【
原
本
】 

    

「
欄
外
の
註
」 

                 

粟
田
口
大
納
言
平
朝
臣
光
盛
卿 

 

御
家
臣
芥
美
左
小
弁
様 

 

御
直
庄 

安
元
二
年
（
一
一
七
六
） 

庄
司
判  

美
濃
国
郡
上
郡
鮎
走
村 

由 

緒 

書 

宝
暦
二
年
（一
七
五
二)

八
月
十
日 

 

庄
屋 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

惣
左
衛
門 

 
 

判 

 
 

 
 

 
 

組
頭 

 
 

 
 

 
 

 
 

甚
五
右
衛
門 

判 

 

 
 

 
 

由 

緒 

書 

そ
れ
美
濃
国
郡
上
郡
鮎
走
村
と
申
す
は
、
そ
の
開
基
を
尋 た

ず

ぬ
る
に
、
人
皇
二
十
四
（
三
）

代
顕
宗
天
皇
の
御
宇

ぎ

ょ

う

第
二
年
、
宮
人

み
や
ひ
と

流
罪
と
し
て
連
人

む

ら

じ

と
い
う
者
、
居
屋
を
岩
穴
に
依 よ

り

て
結
び
始
め
て
住
す
。 

そ
の
子
孫
お
い
お
い
繁
殖
し
て
、
田
を
開
き
、
畑
を

墾
た
が
や

し
て
有
り
し
か
ど
も
、
都
遠

き
山
中

随
し
た
が
い

て
、
税
貢
の
徴

し
る
し

な
か
り
し
に
、
人
皇
三
十
七
（
六
）
代
、
孝
徳
天
皇
の
御
宇

ぎ

ょ

う

に
、
天
然
の
大
雨
に
て
近
辺
満
水
な
り
し
事
あ
り
時
に
、
庭
中
に
鮎
魚
集
ま
り
て
遊
び
あ

り
し
を
生
け
捕
り
、
そ
の
ま
ま
天
皇
に
献 け

ん

ず
。
よ
っ
て
走
り
鮎
魚
を
税
と
し
て
、
こ
れ
を

名
付
け
て
鮎
走
り
と
い
う
。 

そ
の
後
に
、
ま
た
白は

く

雉ち

年
中
、
諸
国
洪
水
、
人
家
お
お
い
に
害
溺
す
る
事
あ
り
し

が
、
僧
定
恵

じ
ょ
う
え

と
言
う
者
、
諸
国
の
人
類
を
愛
し
て
回
国
す
。 

そ
の
時
、
連
人
の
後
胤

こ
う
い
ん

し
だ
い
に
繁
殖
し
し
て
、
す
で
に
鮎
走
の
人
類
房
を
開
き
し

者
、
増
助
、
近
造
、
隼
人

は
や
と
の

正
し
ょ
う

助
右
衛
門
、
与
三
兵
衛
、
助
十
郎
、
惣
左
衛
門
、
助
七

朗
、
孫
五
郎
等
九
人
あ
り
し
が
、
隼
人

は
や
と
の

正
し
ょ
う

助
右
衛
弟
に
て
定
恵
の
弟
子
と
な
り
改
名
、 

「
参
考
の
た
め
に
」 

      

最
後
の
記
録
は
宝
暦
九
年

か
。
二
年
か
ら
九
年
に
か
け
て

同
じ
筆
で
書
か
れ
た
も
の
で
、

【
略
記
】
も
存
在
す
る
。 

 正
し
く
は
二
十
三
代 

   正
し
く
は
三
十
六
代 

（
六
四
五
～
六
五
四
） 

  白
雉
（
六
五
〇
～
六
八
五
） 

定
恵 

藤
原
不
比
等
の
兄 

    

四
人
明
の
初
（
異
筆
） 

 

岩
穴
と
は
岩
に
非
ず
し
て
人
の

通
な
き
を
い
う
哉
。 

連
人
は
性
槁
氏
た
つ
し
ん
の
子

孫
、
俗
性
を
何
と
い
う 

か
。
後
の
森
氏
な
ら
ん
。 

鮎
走
其
後
大
洞
・
神
道
也
。 

 

集
（
隼
か
）
人
正
代
人
助
右
衛
門

と
い
ふ
。 

八
人
集
と
い
ふ
。 

平
光
盛 

承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
～
寛
喜
元

年
（
一
二
二
九
）
は
、
鎌
倉
時
代
前

期
の
公
卿
（
従
二
位
非
参
議
）
。
平

頼
盛
の
三
男
。 

http://hamaguri.sakura.ne.jp/tyouzenji/ayubasiriyuisyogenpon.pdf
http://hamaguri.sakura.ne.jp/tyouzenji/ayubasiriyuisyorakuki.pdf
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大
瀧
房
と
い
う
。 

当
時
貢
物
に
は
、
一
人
に
付
き
布
絹
三
疋ひ

き

控
（
掟あ

て

）
に
て
、
名
代
人
を
も
っ
て
毎
年
貢

ぎ
物
を
納お

さ

む
。
そ
の
宿
を
庄
屋
と
い
う
。

芥
あ
く
た

美み

殿
に
貢
ぎ
物
す
る
使
い
を
組
頭
と
い

ふ
。 そ

の
後
、
ま
た
奈
良
の
都
に
始
め
て
遷
都
し
て
、
興
福
寺
を
始
め
て
建
て
し
に
、
白
山

加
賀
国
よ
り
僧
泰 た

い

澄
ち
ょ
う

開
登
す
時
に
、
南
門
と
称
え
て
、
長
瀧
に
仮
宿
し
て
あ
り
し
に
鮎

走
村
の
内
東
前
谷
と
い
う
所
に
至
り
て
、
藤 と

う

葛 く
ず

の
あ
り
し
処
に
一
泊
、
名
付
て
藤
の
森
と

い
ふ
。（
宿
に
刻
隼
人

は
や
と
の

正
し
ょ
う

改
名
大
瀧
房
）
の
仮
住
房
あ
り
。
こ
の
人
後
胤
子
孫
多
く
繁
殖

す
。（
喜
八
郎
、
孫
八
、
与
市
郎
、
直
右
衛
門
、
五
郎
助
、
三
九
郎
、
与
右
衛
門
、
孫
六
）皆
子

孫
な
り
。 

尋
ね
て
鮎
走
に
行
く
。
助
右
衛
門
に
僧
泰
澄
宿
す
る
事
七
日
間
を
祝
し
て
登
山
し
、
下
の

森
、
奥
の
森
、
皆
其
遺
跡
な
り
。
是
は
養
老
年
中
な
り
。
其
旧
跡
霊
地
な
り
し
か
ぞ
、
聖
武
天

皇
勅

ち
ょ
く

を
以
て
僧
大
瀧
房
を
別
当

べ
っ
と
う

と
し
て
三
の
宮
地
を
守
ら
し
む
。 

 

時
に
人
数
最
早
植
せ
る
事
多
き
中
に
数
百
年
を
経
て
平
家
の
後
孫
に
庄
司
と
い
ふ
も
の
紀

伊
の
国
よ
り
隠
浪

い
ん
ろ
う

し
て
鮎
走
村
に
来 き

た

り
住

じ
ゅ
う

す
。 

又
丹
波
国
よ
り
浪
人
来
り
、
な
ら
び
に
住
人
と
な
る
。
後 の

ち

其 そ
の

子
孫
は
（孫
三
郎
、
角
次
郎
、 

政
八
、
清
七
）是
を
小
洞
開
祖
な
り
と
い
う
。 

 

前
の
平
氏
の
後
胤

こ
う
い
ん

、
紀
伊
国
よ
り
来
る
も
の
、
沼
を
干
か
し
、
畑
畠
を
開
き
、
田
を
掘
る
事

を
励
み
て
、
よ
っ
て「
干
地
家

ひ

た

ち

け

」と
其
所
を
い
ひ
（
甚
左
衛
門
、
甚
五
右
衛
門
、
治
郎
九
郎
、
孫

太
郎
）
こ
れ
な
り
。
こ
れ
は
正
暦
年
中
な
り
。 

 

逢
か
に
後
、
南
北
朝
の
頃
に
、
光
明
院
の
勅

ち
ょ
く

命 め
い

と
し
て
、
国 こ

く

守 し
ゅ

土
岐
家
よ
り
水
帳

み
ず
ち
ょ
う

御
改
め
の
判
官
代

は
ん
が
ん
だ
い

呈
と
し
て

鷲
見
伊
豫

い

よ

守
の
か
み

、
永
井
縫
之
助
、
お
役
人
と
し
て
青
木
清
三
郎
、 

一
疋
は
反
物
二
反 

一
反
は
約
十
一
ｍ
余 

            

養
老
（
七
一
七
～
七
二
三
） 

 

藤
の
宮
・
下
の
宮
・
奥
の
宮 

     

干
田
野
も
元
は
大
き
な
沼
で
あ

っ
て
干
し
て
田
に
し
た
。 

正
暦
（
九
九
〇
～
九
九
四
） 

 

南
北
朝
は
一
三
三
〇
年
代 

水
帳
と
は
「
御
図
帳
」
の
あ
て

字
で
検
地
帳
の
こ
と
。 

永
井→

長
井
（
斎
藤
の
被
官
） 

丹
波
少
将
平
広
定
ト
云
者
也
。 

氏
不
知 

 

△
郷
土
鷲
見
氏
仮
支
配 

〇
永
井
ハ
後
ニ
国
司
土
岐
ヲ
滅

亡
成
さ
れ
て
自
立
斎
藤
ト
名

く
。 

泰
澄
法
師
ハ
白
山
開
基 

助
七
案
内
道
刈
先
達
ト
云
。 

な
た
か
ま
に
そ
た
持 

養
老
壱
年 

 

六
月
一
日 

 

干
地
家
は
後
の
下
地
下
・
古
家

也 甚
五
右
衛
門
ハ
惣
十
郎
也
。 
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村
々
の
水 み

ず

帳
ち
ょ
う

御
あ
ら
た
め
の
節
、
当
村
の
人
数
、
名
前
帳
、
並
び
に
水
帳
、
庄
屋
、
組

頭
改
め
差
し
上
げ
申
す
。
そ
の
帳
面
に
記
し
上
の
人
類
・
家
名
・
寺
社
等 

 

一
、
宗
旨
真
言
宗
植
松
院
、
高
七
石
五
斗
住
持
了
三
、
実
は
助
十
郎
の
弟
と
い
う
。 

壇
門
七
軒
、
家
来
二
人
、
山
伏
の
事
、
与
三
兵
衛
、
助
十
郎
、
孫
五
郎
、 

金
助
、
団
右
衛
門
、
与
九
郎
、
小
兵
衛 

一
、
天
台
宗
大
瀧
院
住
僧
光
昌
、
高
十
五
石
八
斗
二
升
、
檀
家
二
〇
軒
な
り
、
住
持
、 

 
 

小
僧
共
に
二
人 

一
、
社
数
三
箇
所
、
大
瀧
院
兼
住
、
高
四
〇
石
、
護
王
社
付
七
石
八
斗 

氏
子
村
中
の
外
に
穴
洞
、
中
切
、
正
ヶ
洞
、
東
前
谷 

一
、
天
台
宗
浄
蓮
房
、
高
二
十
五
石
八
斗
二
升
、
檀
家
二
十
人
、
僧
高
昌
、 

助
右
衛
門
、
惣
左
衛
門
、
増
助
、
近
造
、
喜
八
郎
、
孫
八
、
与
一
郎
、 

五
郎
助
，
与
九
郎
、
与
三
右
衛
門
、
増
右
衛
門
、
孫
六
、
助
左
ヱ
門
、 

直
右
衛
門
、
又
右
衛
門
、
圓
七
、
甚
右
ヱ
門
、
孫
七
郎
、
三
郎
左
衛
門
、 

助
三
郎
、
喜
七
、
甚
左
衛
門
、
甚
五
右
衛
門
、
次
郎
九
郎
、
孫
次
郎
、 

孫
三
郎
、
角
次
郎
、
政
八
、
左
七
、
杉
太
郎
、
権
蔵
、
六
兵
衛
、
順
次
郎
、 

助
治
郎
、
又
衛
、
与
次
郎
、
助
九
郎
、
佐
内
、
佐
次
郎
、
助
七
、 

締
め
て
二
ヶ
寺
檀
家
四
十
軒
。
外
に
又
七
郎
、
徳
十
郎
、
寺
社
掃
除
人
、 

浄
蓮
坊
付
、
元
飛
騨
国
の
者
と
い
う
。
百
姓
に
あ
ら
ず
、
七
次
郎
不
定
の
者
、 

或
い
は
京
都
の
使
人
と
い
う
。
又
は
北
条
家
の
浪
人
と
も
い
う
。 

こ
れ
を
正
暦
の
定
律

て
い
り
つ

と
称
う
。 

 

其
の
後
、
応
仁
年
足
利
公
方

く

ぼ

う

家
の
戦
費
、
人
々
相
応
に
税 ぜ

い

貢 ぐ

を
出
す
事
曰
く
。 

「
こ
の
度 た

び

公
方

く

ぼ

う

軍
用
米
申
付

も
う
し
つ

け
方
の
仰

出

候

者

お
お
せ
い
で
そ
う
ろ
う
も
の

な
り
。
三
か
国
の
守
護
土
岐
隠
岐
守 

三
斗
五
升
の
者
、
大 だ

い

小
御
免

し
ょ
う
ご
め
ん

、
以
下
同
土
同
前
の
扱
い
」 

          

聞
因
寺
・
浄
願
寺 

         

正
暦
（
九
九
〇
～
九
九
四
） 

応
仁 

（
一
四
六
七
～
一
四
六
八
） 

土
岐
美
濃
守 

【
段
銭
】 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AE%B5%E9%8A%AD
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米
三
斗
五
升 

増
助 

 
 
 

一
同
三
斗
五
升 

助
九
郎 

米
三
斗
五
升 

弥
五
郎 

 
 

一
同
三
斗
五
升 

四
郎
左
衛
門 

米
三
斗
五
升 

甚
五
右
衛
門 

一
同
三
斗
五
升 

甚
左
衛
門 

米
三
斗
五
升 

又
右
衛
門 

 

一
同
三
斗
五
升 

助
左
エ
門 

此
の
五
斗
二
升
の
者
は
旗
本
同
然
の
扱
い
。 

米
五
斗
二
升 

助
右
衛
門 

 

一
同
五
斗
二
升 

惣
左
衛
門
、 

米
五
斗
二
升 

助
七
郎 

 
 

一
同
五
斗
二
升 

孫
宗 

米
五
斗
二
升 

善
十
郎 

 
 

一
同
五
斗
二
升 

佐
五
郎 

米
五
斗
二
升 

孫
左
衛
門 

 

一
同
五
斗
二
升 

忠
右
衛
門 

米
五
斗
二
升 

与
茂
治 

 
 

一
同
五
斗
二
升 

久
蔵 

米
五
斗
二
升 

甚
八 

 
 
 

一
同
五
斗
二
升 

三
左
衛
門 

米
五
斗
二
升 

清
七 
 
 
 

一
同
五
斗
二
升 

治
郎
九
郎 

そ
の
外
一
人
に
付
き
布
一
反
ず
つ
課
役
料
申

も
う
し

付 つ
け

仰
お
お
せ

ら
れ
候
事
。 

人
足
三
人
京
都
詰
仰
せ
付
け
ら
れ
候
も
の
也
。 

足
利
御
家
様
の
判
官
代 

応
仁
元
年
八
月
七
日 

 
 

 
 

内
藤
杢
之
助 

印 
 

 
 
 
 
 
 
 

同
管
領
代
人 

 
 

山
名
内
膳 

 
 

印 

人
足 

五
郎
助
三
十
二
年
（
才
）、（
与
茂
治
弟
）
典
十
郎
三
十
二
年
、
太
十
郎
二
十
八
年 

右 

応
仁
元
年
十
月
よ
り
文
明
三
年
ま
で 

 

天
文
二
十
一
年
五
月
十
日 

足
利
義
照
公
よ
り 

田
量
並
び
に
人
数
家
数
御
改
め
に
付
き
、
国
守
土
岐
美
濃
守
、 

及
び
判
官
代
小
栗
兼
光
、
家
来
水
戸
宇
兵
衛
助
、
村
々
巡
回
に
付
き 

水
帳
に
よ
り
改
め
、
差
し
上
げ
候
事
。 

 

 
 

          

略
記
に
は
「
室
町
時
代
十
三
年

間
足
利
家
の
押
領
と
な
り
、
康

安
年
中
義
詮
に
よ
っ
て
高
に
五

掛
け
の
貢
物
に
な
っ
た
」
と
あ

る
。
内
藤
元
貞
か
。 

（
一
四
六
七
） 

   

（
一
四
六
七
～
一
四
七
一
） 

（
一
五
五
二
）
足
利
義
輝 

    

別
記
に
曰
ク 

小
栗
判
官
兼
氏
ハ
美
濃
、
近

江
、
両
国
並
ニ
常
陸
ニ
住
す
と

い
ふ
。 

大
概
美
濃
国
の
判
官
な
ら
ん
。 

後
、
斎
藤
・
永
井
等
代
り
し
な

ら
ん
。 

 

https://bunryuk.hatenablog.com/entry/2023/06/19/203146
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一
両
は 

三
十
万
か
ら
四
十
万
円 

            

 

庄
屋 

助
十
郎
外 

 

百
姓 

七
十
五
人 

水
帳
写
し
並
び
に
人
数 

 
 
 
 

四
十
三
軒
、
寺
僧
二
人 

一
、
田
九
町
五
畝
歩 

 
 
 

御
見
取
り
の
地
面 

一
、
畑
三
町
二
反
歩 

 
 
 

同
断

ど
う
だ
ん 

一
、
家
二
十
八
軒 

 
 
 
 

公
事

く

じ

勤
め
る
分 

一
、
並
び
に
小
屋
二
十
五
棟 

人
類
居
住
に
非
ず
し
て
假 か

り

作 さ
く

家
な
り 

一
、
人
数
二
百
九
十
四
人 

 

水
呑
寺
社
掃
除
人
家
来
共
不
残

の
こ
ら
ず 

一
、
林
三
ヶ
所 

 
 
 
 
 

村
内
用
材
御
上
當
り
木
立
場 

一
、
寺
院
三
ヶ
寺 

 
 
 
 

土
岐
館
御
代
々
御
位
牌
料
付 

  
 
 
 
 
 

御
位
牌
料 

御
朱
印
別
冊
の
通
り 

一
、
社
四
社 

 
 
 

氏
子
穴
洞
村
、
中
切
村
、
鮎
走
村
、
鷲
見
氏
滅
亡
の
時
、
前
谷
村 

に
付
き
氏
子
は
米
二
斗
之
通
り 

右
申
上
げ
候 

以
上 

 

正
親
町

お
お
ぎ
ま
ち

院 い
ん

御
宇

ぎ

ょ

う

、
永
禄
年
中
、
平
信
長
公
判
官
代
斉
藤
氏
滅
亡
さ
せ
、
美
濃
国
を
領
し

給
う
に
付
き
、
木
下
藤
吉
郎
の
領
と
し
て
鷲
見
氏
を
退
け
東
氏
の
後
胤

こ
う
い
ん

遠
藤
家
の
領
と
な

り
し
時
、
人
夫
並
び
に
馬
代
料
人
数
一
人
に
付
き
米
五
升
宛
て
仰 お

お

せ
つ
け
ら
れ
、 

院
坊
火
滅
の
後
、
た
だ
一
坊
に
寄
せ
寺
領
御
引
上
げ
、
そ
の
頃
僧
齋
正
、
元 も

と

飛
騨
高
山

姉
小
路

あ
ね
の
こ
う
じ

頼
昌
の
姪 お

い

孫
三
郎
（
姓
名 

山
下
玄
蕃
頼
綱
三
代
の
孫
な
り
）
と
い
う
。
一
向
宗

に
帰
依

き

え

し
て
（
元
天
台
宗
）
浄
蓮
坊
に
寄
り
。 

木
下
家
、
織
田
家
に
代
わ
り
天
下
を
治
平
す
る
節
、
検
地
を
入
れ
、
是 こ

れ

太
功
検

た
い
こ
う
け
ん

と
い
う
。 

ま
た
寛
永
年
中
、
青
木
佐
渡
守
よ
り
検
地
を
入
れ
給 た

ま

う
。 

    

同
断
＝
同
じ 

    

東
氏
の
時 

上
納
金
一
軒
に
つ
き
一
両
、
人

足
一
か
年
一
日
づ
つ
（
略
記
） 

    

（
一
五
六
七
）
井
ノ
口→

岐
阜 

 

永
禄
（
一
五
五
八
～
一
五
六
九
） 

全
て
の
社
寺
は
焼
亡
し
て
山
野

と
な
っ
た
（
略
記
） 

  

聞
因
寺
・
浄
願
寺 

太
閤
検
地
（
一
五
九
三
） 

寛
永
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
） 

山
城
守 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%96%A4%E6%A4%9C%E5%9C%B0
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鳥
目
と
は
金
銭
の
異
称
。
江

戸
時
代
ま
で
の
銭
貨
は
中
心

に
穴
が
あ
り
、
そ
の
形
が
鳥

の
目
に
似
て
い
た
と
こ
ろ
か

ら
い
う
。 

           

そ
の
時
、
百
姓
長
立
も
の
五
十
三
人
（水
呑

み

の
み

五
人
、
こ
の
水
呑
と
い
う
は
織
田
の
浪
人
に
し
て
、

そ
の
村
検
地
の
時
は
諸
国
に
入
り
農
商
な
る
も
の
な
り
。
村
方
に
て
謂 い

う
も
の
の
謂
う
な
り
） 

関
ヶ
原
の
戦

い
く
さ

人
足 

大
阪
よ
り
触
状

ふ
れ
じ
ょ
う

に
つ
き
出
人
足
、 

百
姓
一
軒
に
付
き
一
人
宛
て 

（明
細
記
に
曰
く
）友
四
郎
、
柳
右
衛
門
、
杉
佐
衛
門 

 
 

武
右
衛
門
、
浪
人 

細
川
与
一
郎 

 
 

 

大
坂
冬
の
御
陣 

人
足 

百
姓
一
軒
に
付
き
一
人 

（
明
細
記
に
曰
く
）
甚
八
郎
十
九
歳
、
三
四
郎
二
十
五
歳
、 

 

助
七
弟
久
助
二
十
一
歳 

元
和
二
年
神
祖

じ

ん

そ

御
他
界
に
付
き
、
百
姓
一
軒
に
付
き
鳥
目

ち
ょ
う
も
く

十
疋ひ

き

づ
つ 

目
代

も
く
だ
い 

森
信
濃

し
な
の
の

守か
み

に
納お

さ

む 

寛
永
九
年
□
九
月
十
日 

円
城
寺
瀬
兵
衛 

 

判 

新
美 

角
兵
衛 

 

判 

牧
野
四
郎
左
衛
門 

判 

 

人
数
御
改
め
の
写
し 

院
寺
一
軒 

 

元
天
台
宗
な
り
、
浄
蓮
房
一
向
宗
実
如

じ
つ
に
ょ

弟
子
憲
正
入
道
山
下
氏 

百
姓
十
九
人 

高
二
百
八
十
一
石
六
斗
三
升
、
水
呑
は
浪
人
の
事
、
墨
付

す

み

つ

き
七
十
八
枚 

与
三
兵
衛
、
治
郎
九
郎
、
又
五
郎
、
甚
右
衛
門
、
助
七
、
又
右
衛
門
、
惣
左
衛
門
、 

助
十
郎
、
与
三
左
衛
門
、
弥
三
郎
、
市
郎
左
衛
門
、
六
蔵
、
太
郎
兵
衛
、 

助
衛
門
、
又
造
、 

四
郎
左
衛
門
、
九
郎
兵
衛
、
藤
治
郎
、
助
八
． 

  

   

（
一
六
〇
〇
） 

   

（
一
六
一
四
） 

五
人
で
は
な
く
三
人
？ 

  

（
一
六
一
五
）
家
康
死
去 

 

（
一
六
三
二
） 

    

後
の
聞
因
寺
・
浄
願
寺 

       

是
誤
な
ら
ん 

村
中
に
て
五
人
の
事 

 

是
誤
な
ら
ん 

村
中
に
て
五
人
の
事 
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高
百
九
十
一
石
八
斗
六
升
三
合 

寛
文
三
年
御
改

お
あ
ら
た

め
人
足
御
高 

聞
因
寺
、
市
左
衛
門
、
与
九
郎
、
甚
左
衛
門
、
甚
右
衛
門
、
新
右
衛
門
、
又
五
郎
、 

甚
兵
衛
、
水
呑
作
助
、
九
郎
左
衛
門
、
助
十
郎
、
与
三
兵
衛
、
惣
十
郎
、
惣
九
郎
、 

与
八
郎
、
長
衛
門
、
助
右
衛
門
、
治
郎
兵
衛
、
五
郎
作
、
新
十
郎
、
六
兵
衛
、 

与
左
衛
門
、
助
治
郎
、
惣
兵
衛
、
藤
蔵
、
長
十
郎
、
与
太
郎
、
九
郎
助
、
藤
四
郎
、 

庄
三
郎
、
孫
市
、
与
三
左
衛
門
、
助
左
衛
門
、
与
市
郎
、
又
六
、
三
郎
左
衛
門
、 

三
郎
右
衛
門
．
孫
四
郎
、
長
治
郎 

、
助
七
、
孫
三
、
源
右
衛
門
、
孫
衛
門
、 

市
蔵
、
助
八
、
助
九
郎
、
六
蔵
、
吉
十
郎
、
十
郎
兵
衛
、
藤
治
郎
、
水
呑
吉
兵
衛
、 

又
衛
門
、 水

呑
は
鷲
見
氏
浪
人
餌
取
作
助
子
孫
也
。 

 

寛
永
年
中
よ
り
万
治
二
亥
年
ま
で
岡
田
邦
監
よ
り
納
貢
、
百
姓
五
十
五
人 

万
治
三
年
よ
り
寛
文
七
年
ま
で
、
名
取
半
左
衛
門
尉
ぇ
百
姓
六
十
人
． 

寛
文
八
申
年
よ
り
天
和
三
亥
年
ま
で
杉
田
久
郎
兵
衛 

貞
享
元
子
年
よ
り
同
三
寅
年
ま
で
海
上
四
郎
左
衛
門
御
支
配 

貞
享
四
卯
年
よ
り
元
禄
十
一
年
寅
年
ま
で
岩
手
所
左
衛
門
御
支
配 

元
禄
十
二
年
よ
り
享
保
二
酉
年
ま
で
辻
六
郎
左
衛
門
御
支
配
人 

享
保
三
戌
年
よ
り
同
十
九
年
ま
で
辻
甚
左
郎
御
支
配 

享
保
二
十
卯
年
よ
り
元
文
二
午
年
ま
で
井
深
弥
三
兵
衛
御
支
配 

元
文
三
末
年
よ
り
寛
保
二
戌
年
ま
で
瀬
川
小
左
衛
門
御
支
配 

 

寛
保
三
年
亥
よ
り
宝
暦
年
中
は
金
森

か
な
も
り

家
に
納
貢

の
う
こ
う

す
る
を
、
領
主
金
森
氏
滅
亡
の
後
、 

多
羅
尾
〇

氏
、
中
坪
村
洞
泉
寺
に
於 お

い
て
貢
物
を
納
む
。 

 

 

（
一
六
六
三
） 

        

鷲
見
大
鑑
「
八
幡
城
の
戦
」 

 

（
一
六
二
四
～
一
六
五
九
） 

（
一
六
六
〇
～
一
六
六
七
） 

（
一
六
六
八
～
一
六
八
三
） 

（
一
六
八
四
～
一
六
八
六
） 

（
一
六
八
七
～
一
六
九
八
） 

（
一
六
九
九
～
一
七
一
七
） 

（
一
七
一
八
～
一
七
三
四
） 

（
一
七
三
五
～
一
七
三
七
） 

（
一
七
三
八
～
一
七
四
二
） 

 

（
一
七
四
三
～
一
七
五
八
） 

   

〇
名 

四
郎
左
衛
門
尉 

 

http://hamaguri.sakura.ne.jp/tyouzenji/sumitaikanayubasiri.pdf
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鮎
走
村
の
人
々
の
判
決 

      

こ
こ
に 

墨
の
塗
り
つ
ぶ
し
あ
り 

          

笠
松
陣
屋

じ

ん

や

御
支
配
人
青
木
次
郎
九
郎
様 

領
主
金
森
乱
に
付
き
江
戸
出

し
ゅ
つ

公
事

く

じ

人
足

に
ん
そ
く 

藤
二
郎
弟
藤
七
、
二
十
五
年
（
才
）
、
惣
兵
衛
弟
圓 え

ん

七 ひ
ち

、
四
十
五
年
、 

甚
左
衛
門
姪 お

い

甚
七
、
三
十
五
年
、
弥
七
郎
、
六
十
年 

一
軒
に
つ
き
入
用
金
在 ざ

い

戸 と

中
三
百
文
づ
つ 

鈴
ヶ
森

す
ず
が
も
り

に
於
い
て 

斬
罪
人 

藤
七
郎
、
圓
七
、
第
三
番
罪
科 

追
放 

 

弥
七
郎 

第
五
番
罪
科 

無
講

か
ま
い
な
し 

 

甚
七 

但 た
だ

し
三
ヶ
之
津
御
講
之

趣
お
も
む

き 

傳 で
ん

国 こ
く

の
後
二
十
ヶ
年
遠
慮 

右
の
通
り
裁
許
あ
り 

  

本
紙
記
写
に
つ
き
、
思
い
を
述
べ
な
が
ら
、
鮎
走
の
由
緒
に
限
ら
ず
と
も
、
あ
る
を
学
び
、

あ
る
か
な
き
か
を
綴
る
も
の
に
て
、
そ
の
大
昔
は
如
何
な
る
や
知
ら
ず
に
て
の
み
如
し
。

如
何
と
な
れ
ば
既
に
土
地
あ
れ
ば
人
類
に
限
ら
ず
草
木
獣
鳥
召
獲
っ
て
掎
住
す
る
は
既

□
。
天
の
所
業
な
れ
ば
、
何
年
代
何
れ
の
子
孫
来
る
事
な
ど
、
既
に
我
等
先
祖
迫
も
記
入

あ
れ
ど
も
、
我
ら
の
家
に
は
何
の
印
経
も
は
有
り
と
す
如
き
は
、
子
孫
に
あ
れ
我
等
は
遠

く
尋
ぬ
れ
。
天
帝
の
後
胤
、
諸
神
血
脈
一
人
間
の
末
孫
な
る
事
明
白
な
り
。
一
身
の
高
界

は
勧
絶
の
あ
り
。
怠
慢
の
も
の
徒
に
し
て
勉
む
れ
ば
、
高
聞
と
な
り
、
怠
れ
ば
旱
賊
と
な

り
事
同
前
の
射
位
な
り
。
然
れ
ど
も
世
の
変
事
は
我
等
の
知
ら
ざ
る
所
、
古
の
昔
は
無
過

志
の
義
な
し
事
と
な
の
は
、
宜
敷

よ
ろ
し
き

事
な
れ
ど
も
、
古
の
記
録
を
非
す
る
に
は
あ
ら
ず
。 

孝
者
は
よ
く
よ
く
考
え
て
志
ろ
せ
め
し
し
。 

 

   

藤
七
郎
か 

 

一
文
五
十
円
ぐ
ら
い
。 

 

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
） 

村
史
に
は
打
ち
首
弥
七
と
圓
七
。 

弥
七
郎
は
村
払
い
と
あ
る
。 

甚
左
衛
門
重
追
放
（
白
鳥
町
史
）
。 

  

（
あ
と
が
き
） 

こ
の
あ
と
が
き
は
筆
が
乱
れ
て

い
て
、
読
み
取
れ
な
い
箇
所
が

あ
る
。 

  


